
はたらく人にとって、よい「しくみ」を。
NTTデータグループは、自社グループの社員やパートナー企業の社員にとって安心して力を発揮
できる労働環境をつくるため、ワークスタイルの変革を推進するとともに、将来のIT業界を担う
人材の育成に注力しています。

NTTデータは、グローバル市場への進出や、これまでにない新しい ITサービスへの要求が高まっている事業環境の中、より
多様な視点、多様な能力を集結することが必要という考えのもと、多様性を尊重した公平・公正な採用・雇用に努めています。

これからも新卒採用や経験者採用、障がい者雇用、定年退職者の再雇用などを推進し、多様な価値観を持つ社員がともに働く
ことで、変化に対応したNTTデータならではの価値を生み出せる企業を目指します。

人材の雇用・登用

● 採用活動の展開、外国人の採用活動
採用にあたっては、学歴・年齢・性別・国籍を問わず、一人ひとりの適性・意欲・能力を重視しています。これまで100校

を超える新卒採用実績があるほか、経験者採用についてもWebサイトの活用など、多様な採用ルートを設けています。
また、日本のみならず海外へ事業フィールドを拡大している中、NTTデータ本社としても積極的に外国籍社員の採用を実施

しており、毎年10カ国程度の外国籍社員を採用、国内外問わず様々なフィールドで活躍しています。
今後も、NTTデータではグループビジョンである「Global IT Innovator」の実現のため幅広い採用活動を展開していきます。

人材の雇用

グローバルなお客様のニーズに応えていくためには、既存の考え方や習慣を変革し、人材も多様化していくことが必
要であり、私たち企業としての重要な課題です。

NTTデータグループでは、多様な人材の活躍に向けて、ダイバーシティ推進室による様々な取り組みを通して日本
をリードする職場づくりを目指しています。また、グローバル競争力を高め持続的に成長するために、多様な人材の活
躍推進だけでなく、その前提ともなる「働き方の変革」にも注力しています。特にこれまでのやり方を是とせず、時間
と空間のフレキシビリティを高めたグローバルで通用する働き方を目指しています。

さらに社員のみならずともに働く取引先も多様化している今、異なる価値観や働き方へ柔軟に対応できるよう意識の
改革も必要です。

今後もグローバル規模で、はたらく人にとって良い「しくみ」づくりを目指していきます。

NTTデータグループのアプローチ
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■ 人材雇用の状況

■ 初任給（2014年4月初任給実績）および平均給与

※ 各年度3月31日時点の数値。

＊1 ：新卒採用者数、再雇用制度の利用者数は、各年度4月1日時点の数値。
＊2 ：障がい者雇用数は、各年度6月1日時点の数値。

（単位：名）

（単位：名）

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

単独 国内グループ 単独 国内グループ 単独 国内グループ 単独 国内グループ

従業員数 10,579 22,082 10,804 21,745 11,000 21,779 11,110 21,751

男性 8,882 18,804 8,985 17,754 9,086 17,977 9,117 17,871

女性 1,697 3,278 1,819 3,991 1,914 3,802 1,993 3,880

女性管理者数［割合］ 80
［3.9%]

154
［5.0%]

96
［4.6%］

217
［5.4%］

106
［4.8%］

189
［5.0%］

112
［4.9%］

196
［5.0%］

平均年齢 36.2 － 36.5 － 36.7 － 37.1 －

平均勤続年数（出向受け入れ者除く） 12.4 － 12.7 － 12.9 － 13.4 －

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

新卒採用者数＊1（単独） 534 496 475 379 379

男性 351 339 334 262 255

女性 183 157 141 117 124

 中途採用数 15 16 23 20 －

男性 13 11 18 15 －

女性 2 5 5 5 －

障がい者雇用数＊2［雇用率］（単独） 228
［1.95%］

241
［2.02%］

245
［2.05%］

254
［2.10%]

260
［2.13%］

再雇用制度の利用者数＊1

［利用割合］
111

［53.33%］
120

［57.14%］
105

［59.09%］
130

［74.14%]
120

［72.22%]

新規雇用 32 28 26 43 26

継続雇用 79 92 79 87 94

※ 2014年の平均給与：7,928,377円

初任給

博士了 291,870円

修士了 243,320円

学士卒 216,820円

高専卒 187,610円
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■ 2014年度のNTTデータだいちの活動内容

ITサービス事業 　オフィス事業
● IT研修事業

  受託自治体の拡大
● Web制作事業

  NTTデータグループ外の新規案件の受注（群馬、福井、三重、神奈川、
  東京のポリテクセンターのWebサイトのメンテナンス、リニューアル）

● 代表電話受付、回線管理、レコードマネジメント業務、ICカード作成業務

● 障がい者雇用の促進
NTTデータは、障がいのある社員が能力を存分に発揮できるよう、従来のシステム開発や営業分野での雇用に加え、2008年

7月に設立した特例子会社「NTTデータだいち」を通じて、様々な障がいのある方の就労機会の創出に努めています。
NTTデータだいちでは、Webアクセシビリティ診断サービスや代表電話受付・回線管理業務、森林酪農などを手がけており、

2014年度は、Webサイト制作・保守における社外案件のさらなる拡大を図るとともに、昨年度に引き続きデータ入力業務や障
がい者の職業能力開発校と連携した採用活動を行いました。

今後はNTTデータだいち、NTTラーニングシステムズ、NTTクラルティ3社の協業により、NTTグループのWebサイトのア
クセシビリティ対応を進めていく予定です。　

　

● 定年退職者の再雇用の促進
NTTデータグループは、定年退職後の再雇用を希望する社員に対し、最長65歳まで働き続けられる「キャリアスタッフ制度」

を導入しています。定型的な業務をベースにしつつ、フルタイム勤務のほか、ショートタイム勤務や週4日・週3日勤務など、
希望に応じて多様な働き方が選択可能な時給制の勤務体系となっています。

また、高年齢者雇用安定法の改正に伴い、2014年度から「マイスター／プラチナマイスター制度」を創設し、運用を開始し
ました。同制度は、今まで培ったスキルを活用して、後進の育成やスキルを伝承する雇用スキームで、月給制を採用しており、
高年齢者がいきいきと働き続けられる環境を整備しています。

これらの制度を利用し、2015年4月1日現在、120名（新規26名）が様々な職場で活躍しています。　

NTTデータは、社員の雇用形態にかかわらず、成果・業績・行動を重視した処遇体系を整えています。それぞれが期待され
る「ビジョンの実践」と「プロフェッショナリティの向上」を発揮し、また、これらの実践を通じて「成果・業績」を上げるこ
とを社員の行動スタイルとして定着させています。

契約社員についても業務達成度などを報酬に反映させる仕組みを導入しているほか、長期にわたり活躍できる人材と判断した
場合は、正社員として採用しています。

勤務評定については、一人ひとりが上司と面談をして個人目標を定めた成果に対する評価、多次元的な評価など多様な側面か
ら透明性のある評定が実施されるよう努めています。

さらに、短期的な業績向上に偏ることがないよう、中長期的なインセンティブについても配慮し、社員持ち株制度、退職手当、
確定拠出年金制度など長期的なモチベーションにつながるインセンティブを導入しています。

人事マネジメント制度　
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NTTデータの教育・育成の原点は、社員が自発的に目標を持って「学び成長したい」と考えることです。教育の場として
は実務教育（OJT）を要に、それを補完するものとして集合研修（OFF-JT）を充実させることを人材育成の基本方針に掲げて
います。

各職場では、育成責任と育成指導の役割分担を明確に定め、各社員が自分の年間学習計画を設定する制度を設けることで、
職場・本人双方へ組織的に働きかけ、学習意欲を高めています。

さらに、目まぐるしく変化する事業環境に対応するため、高度な専門性と変化への対応力を有するプロフェッショナル人材の
育成やグローバル市場で活躍できる人材の育成に注力しています。　　

人材の育成

社員の能力開発を支援

■ 教育・育成の考え方

相互フィードバック
知識・技術の
リフレッシュ

能力開発のトリガー

生きた知識

仕事のノウハウ

育成の補完
職場指導（実務）

実務教育（OJT）

経験・体験による技能の習熟

育成の補完（研修）

集合研修（OFF-JT）

共通的・体系的な知識・技能の付与

「企業文化・企業風土」を呼吸して育つ

自己研さん（自己啓発）

自ら学ぶ意欲

有機的結合

■ 研修体系

● 各種研修体制の整備
NTTデータでは、専門性を高める「テクニカル系研修」と、ビジネスパーソンとしての能力向上を図る「ビジネス系研修」

を設けており、社員の役職や業務に応じて必要な研修を適切なタイミングで受けられるようにしています。また、すべての社員
が業務から離れて一定量の知識やスキルを習得できる体制を整備しています。
「新入社員研修」では、自律した人材に成長していくために必要なマインド・能力の基盤を形成するためのプログラムを実施

しています。

管理職
中堅層

若年層

新入社員

テクニカル系研修 ビジネス系研修

階層別研修

高役割認識
マネジメント力の向上

ヒューマンスキルの向上
パフォーマンスの向上

プロフェッショナルCDP 
対応研修

高度な専門スキルの形成

新入社員研修

CDPベーシック研修

営業・ものづくりプロセスの理解
専門スキルの土台形成
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プロフェッショナルCDPでは、10の人材タイプと４つのレベルを定義しており、それぞれに必要とする「知識」「経験」「技量」
を設定しています。

■ プロフェッショナルCDPのフレームワーク

プロフェッショナリティの
発揮
向上

幅出し
伝承

プロフェッショナリティの
見極め・確立

基礎固め

新入社員として入社

 

プリンシパル

エグゼクティブ

シニア

アソシエイト

開発・運用 技術 営業 スタッフ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

I
T
サ
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I
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テ
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ト

I
T
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

R
&
D
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

顧
客
営
業

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ

職務遂行と自己研鑽を通じた
「知識」「経験」「技量」の獲得

CDPベーシック

● 「プロフェッショナルCDP」による人材育成の仕組み
日々、ビジネス環境が変化し、お客様の ITニーズも多様化する中、柔軟かつ適切に対応できる人材づくりが重要です。NTT

データでは、社員が高度な専門性と変化対応力を有するプロフェッショナルな人材となることを目的に、「プロフェッショナル
CDP（Career Develでopment Program）」を導入しています。「プロフェッショナルCDP」は、グループ会社への展開も図っ
ており、社員の現在の到達レベルの認定や能力開発の方法をわかりやすく提示し、入社から退職までの社員一人ひとりの自律的
な成長を支援しています。

NTTデータグループでは、新規ソリューションの創出、事業領域の拡大の重要性が高まる中、引き続き、変化に柔軟なプロ
フェッショナル人材の育成を進めます。

■ 2014年度における研修プログラムごとの参加者数および費用

研修プログラム 参加者数等 研修費

プロフェッショナルCDP
認定者数：約1,200名
累計認定者数：約7,900名 －

階層別研修（対象年次・役職等にて受講） のべ日数：約46,000人日 研修費用：約800百万円

新入社員研修 参加者数：379人
研修日数：42.5日　 研修費用：570,400円／人
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● グローバル人材の育成方針と状況
NTTデータグループでは、国際的なビジネスの機会をより多くの社員に提供するために、日本本社を中心に、米州、EMEA、

APAC、中国の4地域統括会社およびBusiness Solutions、everis社の人事部門による連携を強化しています。
具体的な事例としては、2009年度に開始されたグローバル・リーダーシップ・プログラムがあります。海外グループ会社の

幹部候補生が一堂に会して議論を重ね、2012年度からは、地域間連携の取り組みとしてEMEA主催のプログラムに日本社員を
派遣しています。また、日本から海外への赴任のみならず、海外から日本本社への人事出向などを実施し、グループ社員に国際
的な職務交流の機会を提供しています。

2013年度から日本とAPAC、China社員のリーダー育成を目的とした「Regional Leadership Program-JAC」を開始し、
未来を背負うアジア地域のビジネスリーダーを育成する挑戦を続けています。

Regional Leadership Program-JACの様子
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社員一人ひとりがいきいきと働き、能力を最大限発揮し高い価値を生み出していくためには、健康で働きがいのある職場環境
を実現することが欠かせません。

NTTデータグループは、組織力につながる個の力を大切にし、チーム全体で一人ひとりのワークスタイル変革を図りながら、
健康で満足度の高い職場づくりをグループ一体で推進しています。

● IT業界の課題である長時間労働に対する取り組みを推進
IT業界では、長時間労働が継続的な課題となっています。NTTデータでは、適正な労働管理のもと、総労働時間の削減を

推進しています。
2013年度よりパソコンのログオン・ログオフ時刻の記録による労働時間管理と、各組織で総労働時間の削減目標を設定し、

達成に向けた施策の検討・実施を推進してきました。
2015年度も、各組織で削減目標を設定し、PDCAサイクルによる継続的な改善を通して目標達成するべく取り組んでいき

ます。

少子高齢化が進み、労働人口の減少に対応することは企業が持続的に成長するための重要な課題です。
NTTデータグループは、性別、国籍、年齢また障がいの有無をとわず意欲・能力のある人材の雇用や、「多様な価値観を有

する幅広い層」の人材が活躍でき、すべての社員が健康で豊かな生活を送れるよう、積極的に取り組んでいます。

働きやすい職場づくり　　

総労働時間の削減

■ 社員一人当たりの年間総労働時間の推移（単独）

ワーク・ライフ・バランス　

2011 2012 2013 2014 （年度）
0

1,500

2,000
（時間）

1,991 1,996 1,966 1,966   

年齢階層 研修内容 2014年度実績

入社２年次
● カフェテリアプラン制度について
● 財形貯蓄を活用した財産形成について
● 人生の転換期（結婚・出産・持家取得）について

50歳
● 社会保険と税金について
● 生命保険について
● 資産運用について

定年時
● 退職金・企業年金・公的年金の制度説明
● 退職後の働き方（社内制度）の説明
● マネープランについて

● ライフプラン研修の実施
NTTデータでは社員の生涯設計をトータルに支援するため、それぞれの年齢階層にあった研修を実施し、動機づけを行って

います。今後も引き続き、自らの職業人生を含めた生涯設計を行えるよう、研修の実施など行っていきます。

■ 年齢階層ごとの研修内容と2014年度の実績

5回

10回

4回

455名参加

297名参加

　89名参加
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● 多様な人材の活躍を推進
多様化する社会ニーズに対応し、イノベーション創出などを通 じて企業の持続可能な成長を促すためには「ダイバーシティ経

営」が必要不可欠です。NTTデータでは、「ダイバーシティ経営」をグローバル競争に勝ち抜くための経営戦略のひとつとして
捉え、「多様な人財活躍」と「働き方変革」の2軸で新たな企業価値の創出を目指しています。

2012年度からは、特に「女性活躍推進」、「働き方変革による総労働時間削減」に注力し、全社員が活躍できる職場環境の実
現を目指しています。その結果、NTTデータは2013年3月に経済産業省主催の「ダイバーシティ経営企業100選」、2014年3

月にNPO法人J-Win主催の「2014 J-Win ダイバーシティ・アワードの企業賞ベーシックアチーブメント大賞」を受賞してい
ます。

■ ダイバーシティ推進に向けた各種取り組み実績

ダイバーシティの推進　

主な取り組み

ダイバーシティ
（女性活躍）推進

● 2014年6月、女性課長（約100名）を対象としたキャリアアップ勉強会を継続実施。
● 2014年6月／11月／2015年7月、女性リーダー層（約250人）を対象とした意識改革施策「イメージング・キャリア・プログラム」

を継続実施。
● 2014年11月、女性部長（約30名）を対象としたキャリアアップ勉強会を継続実施。
● 2014年12月、多様な人財の活躍と働き方変革をテーマとして、グループ会社社員も対象とした「ダイバーシティフォーラム」を開催。   

約400名の社員が参加。
● 2015年1月、アサヒビール、住友スリーエム、日本ヒューレット・パッカード、日立製作所とともに、7回目となる「女性のためのビジネ

スリーダーシップ塾～しなやかに、一歩前に～」を開催。女性リーダー育成セミナーとして参加者を絞り、63名の女性社員が参加。
● 企業の女性社員の活躍を支援するNPO法人J-Winが主催する女性活躍推進活動に参画。
● 企業の女性社員の活躍を支援する21世紀職業財団が主催する21世紀サポートフォーラムに参画。
● 女性社員がキャリアイメージを描くきっかけとして「女性活躍推進サイト」を立ち上げ、多様な女性管理職のプロファイルとキャリアの
     軌跡を紹介。

就業継続支援

● 企業内託児所「エッグガーデン」の運営。
● 2015年9月、育児休職中・休暇中および休暇前社員を対象とした「キャリアを考えるセミナー」を実施。
● 育児休職者向けのシンクライアント端末貸与。また、育児休職制度などを紹介し両立を支援するコミュニケーションハンドブックを

社内ホームページに公開。
● 2011年5月から、NPO法人「海を越えるケアの手」が提供する「遠距離介護支援サービス」を社員向けに提供開始。

働き方改革の推進

● 新任部長、新任課長を対象に「働き方変革」をテーマとした研修を継続実施。（2011年より）
● フリーアドレスオフィス、裁量労働制、テレワーク制など、各組織の特性に応じて働き方の見直しができる環境を継続推進。
● 働き方変革の成功事例を「すごい職場」として社内ホームページで継続紹介。（2010年より）
● 有給休暇の取得促進。（リフレ休暇制度、アニバーサリー休暇制度）

● 有給休暇の取得の推奨
NTTデータでは、社員のワーク・ライフ・バランスの推進に向け、有給休暇であるリフレ休暇＊1、アニバーサリー休暇＊2の

取得を推進しています。
国土交通省などが取り組む「ポジティブ・オフ」の賛同企業として、社内に夏季休暇、年末年始休暇、リフレ休暇などを利

用し、大型休暇として計画・取得したり、2011年からは継続して夏季電力削減対策活動を実施し、各組織においてフロア不
使用日を設定するなど、休暇取得と共用スペースやテレワークを活用した柔軟な働き方を促進しています。その結果、2014

年度の有給休暇取得実績は平均17.4日／人となりました。　
今後も引き続き、各種取り組みと組み合わせて有給休暇の取得推奨を続けていきます。

＊ 1 ：業務の節目を捉えて、休日と合わせて連続 5 日以上を取得できる休暇。
＊ 2 ：自分であらかじめ記念日を決め、計画的に年次休暇を取得。
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<場所に捉われない働き方へ>
NTTデータでは、ワークスタイル・イノベーションを実現する具体的な働き方のひとつとして、2008年2月から「テレワー

ク（在宅勤務）」を就業制度として運用しています。
この取り組みは在宅勤務のほかに、外出先や出張先から会社のサーバにパソコンやスマートフォン、携帯電話（フィーチャー

フォン）でアクセスできる環境なども整備し、自席以外で仕事をすることが可能となっており、社員の約6割が活用しています。
2012年度から、研修センタ内に社内拠点共用スペースを設け、研修前後の移動時間の削減による効率的な働き方を実現して

います。さらに、柔軟な働き方を推進するために、場所に捉われない働き方のほか、時間面においても裁量労働制（主に開発・
営業を対象）を積極的に活用し、2013年度からはフレックスタイム制をスタッフ部門に拡大し、両制度とも対象者の半数以上
が利用しています。

今後もグローバル化が進む中、テレビ会議や音声会議などのインフラ環境も整備し、時間と空間に捉われない柔軟な働き方を
目指していきます。

<育児・介護制度の充実>
NTTデータグループは、社員が安心して出産・育児・介護と仕事を両立できるよう、休職制度・短時間勤務の充実や社員の

理解促進、利用しやすい環境整備を進めています。
育児支援制度は、2008年に厚生労働省が認定する次世代認定マーク「くるみん」を取得し、次世代育成支援対策推進法の

改正に伴い、2015年8月に新「くるみんマーク」を取得しました。
また、介護支援制度は、2011年から特定非営利活動法人「海を越えるケアの手」が提供する「遠距離介護支援サービス」に

加入し、社員の介護への直接支援を行っています。2012年からは50歳時ライフデザイン研修で本取り組みを紹介し、社員へ
の幅広い情報提供と意識啓発を継続的に実施しています。

2013年度からは、上記の施策に加え、前項目に記載されたような場所に捉われない働き方の整備など「働き方変革」に本格
的に取り組んでおり、女性をはじめ多様な人財の活躍を推進しています。　

<企業託児所「エッグガーデン」の展開>
NTTデータは、社員有志による発案をきっかけに、2011年12月、社員対象の企業内託児所「エッグガーデン」を豊洲センター

ビルアネックス1階に開設しています。これによって、社員が待機児童問題に悩むことなく安心して出産・休職することができ
るため、「計画通り復職できる子育て支援」による女性社員の活躍が期待されています。実際に、「エッグガーデン」を利用して
いる社員は、当社の平均育児休職取得期間よりも早期に復職しています。

2014年度は月極保育利用者がのべ21名、一時保育登録者が累計で84名となりました。今後は、さらなる利用者の拡大に向
け、体験会などで「エッグガーデン」を積極的にPRしていきます。

■ 新「くるみんマーク」
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■ 育児・介護制度利用者数の推移

ＮTTデータでは、健康推進室の産業医と保健師が中心となって、各職場と協力しながら社員の健康増進やメンタルヘルスケ
アに取り組んでいます。

IT業界特有の課題として、長時間労働が挙げられます。そのため健康推進室では、2011年度から月間時間外労働45時間超
の社員を対象に「疲労蓄積度チェック」を実施し、疲労の蓄積が確認された場合は、産業医または保健師による面接を実施し
ています。また、健康診断実施後には全社員を対象にWeb健康問診を実施し、身体・メンタルの自覚症状や職場生活の状況な
どを確認しています。これらの取り組みによって、早期の不調者の発見と社員自身によるセルフケアへの意識づけにつなげて
います。　

社員の健康維持・増進

● メンタルヘルスマネジメント検定試験の実施
NTTデータは、2009年度から毎年、ラインケア活動の素地をつくる目的で、全管理者を対象としたメンタルヘルスマネジメ

ント検定試験を実施しています。
2014年度は、新任課長層を中心に203名が受験し、182名が合格しました（合格率89.7%）。　
今後も、産業医によるラインケア研修の提供とあわせて検定を実施していくことで、管理職への意識づけを図っていきます。

● 各組織に「安全衛生委員会」を設置して安全な職場環境を整備
NTTデータは、各組織に「安全衛生委員会」を設置し、社員が安全・快適に働くことができる環境の整備と社員の安全意識

の向上を図っています。
ITサービス業で働く人は、業務の性格上、重い負担感を感じがちです。安全衛生委員会では、長時間労働者の状況を共有する

とともに、健康推進室が実施する「疲労蓄積度チェック」「産業保健スタッフによる面接」による情報を共有し、職場環境改善活
動を継続して実施しています。

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性

育児休職（名） 117
（180）

2
（6）

147
（241）

7
（13）

181
（303）

6
（11）

203
（332）

5
（12）

233
（366）

11
（17）

288
（423）

18
（23）

育児のための短時間勤務（名）
106

（169）
2

（2）
110

（177）
0

（2）
191

（283）
0

（1）
170

（275）
1

（6）
180

（312）
3

（7）
208

（357）
2

（6）

介護休職（名）
0

（1）
4

（6）
2

（3）
0

（4）
3

（5）
3

（9）
1

（3）
1

（5）
4

（7）
2

（5）
1

（5）
4

（5）

介護のための短時間勤務（名）
0

（8）
1

（1）
0

（0）
1

（1）
0

（0）
1

（4）
0

（0）
1

（5）
0

（0）
0

（3）
0

（0）
0

（3）

平均有給休暇取得日数（日） － － － － 16.6 17.4

平均有給休暇取得率（%） － － － － 82.9 86.9

在宅勤務（名） － － － － － 453 1,227

※ （　）内は、社内管理システム導入会社（17社）の合算値。

■ 制度一覧

主な育児制度 主な介護制度

●育児休職
　子どもが満3歳まで取得可能
　復職時の申請期限は1カ月前

●介護休職
　最長1年6カ月まで取得可能

●育児のための短時間勤務
　子どもが小学校3年生の年度末まで取得可能
　短時間勤務の申請期限は2週間前

●介護のための短時間勤務
　介護休職を含めて最長3年取得可能
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■ 職場環境改善活動の流れ

● 労働災害防止のための取り組み
労働災害防止については、職場安全パトロールを年2回実施しているほか、厚生労働省や中央労働災害防止協会が実施する

「全国安全週間」や「全国労働衛生週間」「年末年始無災害運動」などについての社内周知の徹底を図っています。
2014年度の業務災害件数は5件で、2013年度よりも1件増加しました。内容は、オフィス内や出張先で転倒したことによ

るものです。
今後も、業務災害ゼロを目指して、引き続き、安全衛生委員会が中心となり社員への注意喚起を図っていきます。　

● 労使による対話をもとに就労環境を整備
現在、NTTデータには労働組合が存在しており、労働条件にかかわる案件などについて、その都度、労使協議を実施してい

ます。労使間の対話を重視し、様々な課題に対処していくことを基本姿勢としています。

● 社員満足度調査を継続的に実施
NTTデータは、全社員とグループ会社社員を対象にした「社員満足度調査」を毎年実施しています。
2014年度の社員満足度調査結果は、NTTデータにおける「総合満足度」では、満足領域を維持しました。調査委託会社によ

る調査では、継続して IT業界第1位となっています。また、2013年度の調査からは、組織の持続的成長に向けた視点も取り入
れ、さらなる発展に向けて、社員が働きがいを感じながら将来に夢を持って意欲的に働き、社員一人ひとりの力を組織の力とし
て活かしていけるよう、分析結果を研修や職場で共有しています。

グループ会社全体についても取り組みが進んでいます。2011年度から開始したグループ会社の社員満足度調査の推進担当者
を対象とする「全体フィードバック会議」は、2014年度も継続して実施しています。会議で結果や課題を報告するとともに、
モデルケースを通じて調査結果を深く理解し、組織の課題解決策の検討につなげられるようグループ全体で支援しています。

　

労使関係

社員満足度の追求

第2ステップ
職場環境改善
プログラムの実施

第1ステップ
ストレスチェックの
実施

改善策実施後、調査を実施
し、改善策実施前後の変化を
確認

調査結果を職場のメンバー
で共有し、改善策を検討

職場ディスカッションの方法
を詳しく説明

一週間程度で、職場に結果を
フィードバック

Web上でストレス調査に回答

評価結果の
フィードバック

評価
（職場状況の再確認）

改善策の実施
（各職場）

職場ディスカッションの
実施

ファシリテータ
説明会

職場状況確認結果を
職場に説明

職場状況の確認
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■ 社員満足度調査

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

全社員に占める
回答者割合 94％ 98％ 95％ 95％

※ 満点は5.0。社員満足度の点数は、5点満点のうち【要改善（3.0未満）】【要注意（3.0～
3.29）】【普通（3.3～3.59）】【満足（3.6以上）】の4段階となっており、弊社の満足度は満足
領域にあります。

サプライチェーンを重視した取り組みは社会が企業に求める基本的な責任です。
NTTデータグループは、オープンで公平な取引を推進するとともに、お取引先との積極的なコミュニケーションを通じて、

品質向上や働く環境づくりなどに努め、お取引先との相互発展を目指しています。

近年、企業の社会的責任（CSR）の浸透に伴い、公正な取引の徹底に向けた取り組みは、お取引先とも協力して推進すること
が期待されています。NTTデータグループでは、グループ横断で、調達方針の浸透やサプライチェーンCSR推進ガイドライン
を制定し、お取引先とともに公正な取引の徹底を図っています。

お取引先との良好な関係づくり　

● 調達方針の浸透
NTTデータは、購買取引に関する基本的事項を定めた「調達方針」を社外向けWebサイト上にも公開するとともに、購買

契約を適正に実施する手続き方法などの社内規程を設けて、公正な取引の徹底および浸透を図っています。また、お客様やお
取引先との取引・契約に関して遵守すべき法令やルール、行動指針などをまとめた「公正取引規程」を1997年5月に策定し、
以降、法改正などに合わせて、適宜、改定しています。

　

公正な取引の徹底

1.  広く国内外のサプライヤの皆様に対し、公正に競争機会を提供するとともに、相互理解と信頼関係の構築に努めます。
2.  品質・価格・納期・安定供給を総合的に判断し、ビジネスニーズに即した競争力ある製品・サービスを、経済合理性に基づき
      調達します。
3.  法令や社会規範を遵守するとともに、社会への貢献のため環境・人権等に配慮した調達を実施します。

調 達 方 針
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● Win-Win関係の構築　
NTTデータでは、ESG要因を含めたお取引先との協業関係を確固たるものにすることで、価格の適正性、効率的な業務推進、 

コンプライアンス遵守、情報セキュリティなど広範にわたる効果を実現できるものと考えています。
BP会社との良好な関係構築は、BP会社における人的リソースの確保や生産性・品質向上にも寄与しており、サプライ 

チェーンとしての競争力確保にもつながっています。特に類似業務内容に関しては、特定のお取引先との良好な関係により、
各種手続きの効率化や業務ノウハウの共有により、高い競争力を持った開発力を維持することが可能となっています。

● サプライチェーン管理
NTTデータグループでは、お取引先との相互理解と信頼関係を構築するために、サプライチェーンの適切な把握、 管理を実施

し、約1,800社すべての取引に関する支出分析を実施しています。全取引のうち、ソフトウェア外注、ハードウェア・ ソフト
ウェアの調達は重要取引区分として、重要取引先を選定しています。2015年3月末現在、重要取引先への支出は、全取引先の
約40％を占めており、その中でも当社発注額が売上比率30％を超えるお取引先は1％程度となっています。ソフトウェア外注
については、ビジネスパートナー制度を規定し、取引量、品質セキュリティ、経営状況などをもとに、実績なども含め評価を実
施し、優れたお取引先については、2年ごとに「ビジネスパートナー（BP）会社」および「アソシエイトパートナー（AP）会社」
に認定しています。

近年、企業の不祥事リスクや法規制への対応力ひいては安定成長力を示す指標として、環境・社会・ガバナンスといった非 

財務「ESG指標」が注目されています。NTTデータは、お取引先に対し、品質・財務・契約の観点で客観性を持ってお取引先
の評価を実施しており、お取引先企業の適法性に留意し公正な取引の徹底を推進しています。また、サプライチェーンの透明性 

を確保し責任ある調達活動を行うため、NTTデータおよびNTTデータグループは、「NTTグループの紛争鉱物への対応」にのっ
とり、武装勢力の資金源となる「紛争鉱物」の不使用に向けた取り組みを推進しています。

これらESG要因に関しては、基本契約条項にも取り込むことで徹底を図り、調達支出全体の約65％が該当しています。また、
サプライチェーンCSR調達ガイドラインを制定し、お取引先に対してNTTデータのCSR方針を浸透させるとともに、 CSR調
達に関するアンケートを実施し、ガイドライン項目の遵守状況やお取引先の取り組みを把握し、今後の改善につなげるなど、お
取引先と協力してCSR活動を推進しています。

アンケート調査は、重要取引先を含む約450社に対して実施しています。また、アンケート調査の補足として状況に応じ、
お取引先の管理者や従業員との面談も行い、取り組み状況の確認や課題事項の把握、ガイドラインの浸透を図っています。　

● お取引先とのコミュニケーション　
NTTデータでは、毎年ソフトウェア外注における重要取引先と相互理解を深め、ソフトウェア開発の品質向上を図るととも

に、契約上の諸問題を未然に防止することを目的に、相互評価・面談を実施しています。また、お取引先との良好な関係を築
くために、毎年、ビジネスパートナー（BP）会社のトップが参加する「コアBP社長会」「BP社長会」を開催しています。

2014年10月に開催したコアBP社長会にはコアBP各社の代表者が参加し、NTTデータの目指す方向性・ビッグデータや
生産技術革新への取り組みについて活発な議論が展開されました。

また2014年12月に開催したBP社長会には、コアBP4社を含め全37社の代表が参加し、技術トレンド、ソフトウェア外
注方針、相互評価結果、コンプライアンス遵守の徹底などについて情報共有と議論が行われました。そのほかに、法令や企業
倫理などを逸脱する行為の相談・申告を受ける内部通報制度「ホイッスル・ライン」について、お取引先の社員の方にもご利
用いただけることを、上記の社長会やコミュニケーションの場などで継続的にお知らせしています。
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